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一
　
問
題
の
所
在

　
本
稿
は
、「
中
国
少
数
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
中
国

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
が
抱
く
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　
周
知
の
通
り
、
中
国
の
少
数
民
族
は
公
式
に
は
五
五
民
族
と
さ
れ
、
主
に
国
境
沿
い
の
広
大
な
領
域
に
漢
民
族
と
雑
居
し
て
い
る
。
一

九
四
九
年
、
中
華
人
民
共
和
国
の
設
立
と
と
も
に
誕
生
し
た
民
族
自
治
地
方
（
五
自
治
区
、
三
〇
自
治
州
、
一
二
〇
自
治
県
・
旗
）
の
総
面
積

は
、
中
国
国
土
の
六
四
％
を
占
め
、
陸
地
国
境
線
の
ほ
と
ん
ど
を
民
族
自
治
地
方
が
占
め
て
い
る
。
吉
林
省
の
延
辺
自
治
州
・
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
な
ど
の
国
境
地
域
で
は
、
三
〇
余
り
の
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
る
。
一
九
四
九

年
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
国
境
周
辺
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
た
中
国
政
府
の
国
防
と
い
う
観
点
か
ら
、
民
族
自
治
地
方
に
お
け
る

少
数
民
族
と
自
民
族
国
・
隣
接
国
と
の
経
済
的
・
文
化
的
交
流
は
、
極
め
て
制
限
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
の
中
国
の
経

済
改
革
政
策
と
と
も
に
、
民
族
自
治
地
方
は
、
現
在
は
、
中
国
と
隣
国
と
の
経
済
的
・
文
化
的
交
流
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

延
辺
自
治
州
と
北
朝
鮮
・
韓
国
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
と
外
モ
ン
ゴ
ル
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
旧
ソ
連
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
と
イ
ン

ド
な
ど
民
族
自
治
地
方
と
隣
接
国
と
の
経
済
的
・
文
化
的
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
現
代
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
進
展
に
よ
っ
て
、
隣
国
の
多
様
な
情
報
が
中
国
国
境
を
越
え
て
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
国
境
地
域
の
中
国
少
数
民
族
は
、
自
民
族
国
メ
デ
ィ
ア
ま
た
は
隣
国
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
例
の
一
つ
と

し
て
、
一
〇
〇
年
余
り
の
移
民
の
歴
史
を
持
つ
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
に
お
け
る
朝
鮮
民
族
の
韓
国
衛
星
放（
1
）送の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
で
は
、
一
九
九
七
年
よ
り
国
境
を
越
え
る
韓
国
衛
星
放
送
の
利
用
が
可
能
に
な
っ（
2
）た。

そ
も
そ
も
韓
国
人
と
単
一
民
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族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
抱
く
朝
鮮
民
族
は
、
中
国
へ
の
移
住
に
よ
っ
て
中
国
人
・
朝
鮮
民
族
と
い
う
多
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
持
す
る
傾
向
が
強
い
。
韓
国
の
衛
星
放
送
を
日
常
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
民
族
は
、
韓
国
人
と
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
自
民
族
の
文
化
（
伝
統
文
化
）
や
民
族
語
を
生
か
し
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
朝
鮮
族
の
韓
国
衛
星
放

送
の
利
用
は
、
彼
ら
が
抱
く
多
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
影
響
を
与
え
る
一
つ
の
要
因
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な（
3
）い。

　
し
か
し
、
多
様
な
歴
史
や
文
化
的
背
景
を
持
つ
中
国
少
数
民
族
に
と
っ
て
、
越
境
メ
デ
ィ
ア
（
自
民
族
メ
デ
ィ
ア
）
が
日
常
的
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
も
、
中
国
少
数
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
は
彼
ら
の
住
ん
で
い
る
場
所
、
す
な
わ
ち
、
少
数
民

族
が
置
か
れ
て
い
る
中
国
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
で
注
目
す
る
の
は
、
国
境
周
辺
と
い
う
民

族
自
治
区
に
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
環
境
と
少
数
民
族
の
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
外
モ
ン
ゴ
ル
と
隣
接

し
て
い
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
に
着
目
し
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
分
析
を
通
じ
て
、
彼
ら
が
抱
く
ア
イ 

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
特
徴
づ
け
る
。

　
本
稿
は
、
本
章
を
含
む
全
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
本
章
に
続
く
第
二
章
で
は
、
本
稿
の
基
本
概
念
と
な
る
、
中
国
少
数
民
族
に
お
け

る
民
族
概
念
と
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
概
念
に
つ
い
て
定
義
す
る
。
本
稿
で
使
用
す
る
「
少
数
」
と
い
う
概
念
は
、
多
数
―
少
数
と
い

う
数
の
上
で
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
―
周
縁
と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
ま
た
「
民
族
」
と
い
う
概
念
は
、
言
語
・
宗
教
・
生

活
習
慣
な
ど
の
帰
属
意
識
を
持
つ
人
々
か
ら
な
る
民
族
グ
ル
ー
プ
に
関
わ
る
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
に
お
け
る
文
化
的
背
景
や
少
数
民
族
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
第
四
章
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お

け
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
都
市
で
あ
る
、
フ
フ
ホ
ト
市
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
事
例
分
析
を
行
い
、
最
後
に
、
第
五
章
で
結
論
を
述
べ

る
。
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二
　
中
国
少
数
民
族
に
お
け
る
民
族
概
念
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
概
念

㈠
　
中
国
少
数
民
族
に
お
け
る
民
族
概
念

　
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
は
、「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
は
、
主
体
性
お
よ
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
お
け
る
歴
史
、
言
語
文
化
の

場
所
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ（
4
）る。
中
国
に
お
け
る
民
族
概
念
は
、
中
華
人
民
共
和
国
期
に
入
っ
て
か
ら
（
一
九
五
三
年
の
第
一
次

人
口
セ
ン
サ
ス
か
ら
一
九
八
六
年
の
第
三
次
人
口
セ
ン
サ
ス
の
間
に
）
行
わ
れ
た
民
族
識
別
工
作
に
よ
り
「
創
ら
れ
た
」
も
の
で
あ（
5
）る。

民
族
識

別
工
作
で
は
、
主
に
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
四
原（
6
）則に
し
た
が
い
、
な
か
で
も
各
民
族
の
民
族
意
識
が
と
り
わ
け
重
視
さ
れ（
7
）た」。
し
か
し
、

回
民
族
を
例
に
考
え
る
と
、
中
国
の
民
族
識
別
工
作
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
民
族
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
い
部
分
が
大
き
い
。
回
民
族
の

場
合
、
文
字
も
言
語
も
地
域
も
固
有
の
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の
民
族
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い（
8
）る。

今
日
「
少

数
民
族
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
多
く
は
、
か
つ
て
「
原
住
民
」、「
土
着
民
」、「
部
族
民
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
高
度
で
「
自
立
的
な
」
部
族

社
会
を
営
ん
で
い
た
。
ま
た
、
中
国
で
通
常
い
う
と
こ
ろ
の
民
族
の
意
味
は
か
な
り
広
い
。
つ
ま
り
、
自
己
の
特
徴
を
持
つ
民
族
グ
ル
ー

プ
は
そ
の
発
展
レ
ベ
ル
や
歴
史
的
段
階
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
習
慣
上
す
べ
て
こ
れ
を
「
民
族
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
に
お
け
る
民
族
概
念
は
、
民
族
の
形
成
に
お
け
る
統
一
国
家
の
役
割
を
特
に
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ（
9
）た。

中
国

で
は
、
全
国
民
に
身
分
証
（
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
）
が
交
付
さ
れ
る
が
、
身
分
証
に
は
明
確
に
「
民
族
」
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
身
分

証
に
対
し
て
中
国
少
数
民
族
か
ら
は
何
の
違
和
感
も
表
明
さ
れ
な
い
。
今
回
聞
き
取
り
を
行
っ
た
人
々
に
「
何
民
族
で
す
か
」
と
聞
け
ば
、

必
ず
身
分
証
に
記
入
さ
れ
て
い
る
民
族
名
で
返
答
す
る
。
中
国
少
数
民
族
に
と
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
ま
ず
は
身
分
証
上
の

記
載
で
あ
り
、
彼
ら
が
持
つ
身
分
証
じ
た
い
は
、
彼
ら
が
抱
い
て
い
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
目
覚
め
て
い
く
過
程
に
お
い
て
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
こ
の
身
分
証
は
文
字
ど
お
り
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ホ
ー
）
10
（

ル
が
語
る
、「
お
ま
え
は
何
者
か
」
と
い
う
政
府
（
支
配
権
力
）
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の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

㈡
　
中
国
に
お
け
る
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
概
念

　
中
国
少
数
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
そ
の
形
成
と
変
容
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
、
各
民
族
が
お
か
れ
て

い
る
歴
史
的
状
況
の
個
別
性
あ
る
い
は
特
殊
性
が
挙
げ
ら
れ
）
11
（
る
。
中
村
は
中
国
少
数
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
中
国
へ
の
帰
属
意

識
に
よ
っ
て
、「
独
立
指
向
、
自
治
要
求
、
民
族
回
帰
、
事
実
追
認
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
、
四
つ
に
分
類
し
て
い
）
12
（

る
。
ま
た
李
は
中
国
少

数
民
族
を
歴
史
的
・
地
政
学
的
な
側
面
よ
り
、「
越
境
民
族
（
朝
鮮
族
な
ど
）、
土
着
民
族
（
チ
ベ
ッ
ト
族
な
ど
）、
散
居
民
族
（
満
州
族
な

ど
）」
と
い
う
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
）
13
（

る
。

　
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
中
国
少
数
民
族
の
帰
属
意
識
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。
民
族
識
別
工
作
に
よ
っ
て
、
中
国
少
数
民
族
で
あ
る

こ
と
を
認
定
さ
れ
て
か
ら
の
長
い
期
間
の
な
か
で
、
個
人
的
で
あ
れ
、
集
団
的
で
あ
れ
、「
中
国
」
と
「
少
数
民
族
」
と
い
う
二
重
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
あ
る
い
は
多
層
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
中
国
少
数
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
は
、
鈴
木
が
言
う
よ
う
に
、「
国
家
と
い
う
上
か
ら
の
方
向
と
、
現
実
に
生
活
す
る
人
々
の
帰
属
意
識
と
い
う
、
下
か
ら
の
方
向

が
交
錯
す
る
局
面
で
、
第
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
生
み
出
さ
れ
）
14
（

た
」
も
の
で
あ
る
。

㈢
　
中
国
の
少
数
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
民
族
言
語

　
中
国
に
お
け
る
少
数
民
族
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
民
族
同
士
を
区
別
す
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
日
常
生
活
に
使
用
し
て
い
る
言
葉
が

挙
げ
ら
れ
る
。
言
語
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
民
族
性
）
を
表
す

と
き
に
考
え
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
現
行
の
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
（
一
九
八
二
）
の
第
四
条
で
は
、
各
民
族
の
一
律
平
等
、
民

族
区
域
自
治
の
実
行
や
各
民
族
語
・
文
字
の
使
用
と
発
展
の
自
由
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
民
族
の
一
律
平
等
」
と
は
、
少
数
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民
族
文
化
の
言
語
、
文
字
、
生
活
習
慣
、
宗
教
信
仰
の
尊
重
を
意
味
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
中
国
少
数
民
族
に
お
け
る
言
語
教
育
の
特
徴
と
し
て
、
主
に
二
言
語
（
中
国
語
と
民
族
語
）
教
）
15
（

育
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
国
少
数
民
族
の

二
言
語
教
育
は
、
ま
た
そ
の
地
域
と
民
族
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
①
モ
ン
ゴ
ル
民
族
・
朝
鮮
民
族
型
　
②
ウ
イ
グ
ル
民
族
・
カ
ザ
フ
民

族
・
チ
ベ
ッ
ト
民
族
型
　
③
南
方
少
数
民
族
型
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
）
16
（
る
。

　
最
初
に
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
・
朝
鮮
民
族
の
場
合
、
主
に
学
校
教
育
を
通
し
て
民
族
語
を
保
持
し
つ
つ
、
中
国
語
を
学
習
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
次
に
、
ウ
イ
グ
ル
民
族
・
カ
ザ
フ
民
族
・
チ
ベ
ッ
ト
民
族
の
場
合
、
言
語
教
育
＝
漢
語
教
育
と
い
う
意
識
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
民
族
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
民
族
語
を
喪
失
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
中
国
語
の
で
き
な
い
こ
ど
も
達
に
い
か
に
中
国

語
を
教
え
る
の
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
南
方
少
数
民
族
の
型
は
民
族
語
・
文
字
を
媒
体
と
し
て
第
二
言
語
た
る
漢
語
を
学

習
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
民
族
語
は
中
国
語
を
学
ぶ
補
助
手
段
で
あ
り
、
民
族
語
の
授
業
は
小
学
校
低
学
年
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
こ
の
よ
う
に
民
族
文
化
・
言
語
を
守
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
言
語
教
育
を
行
っ
て
な
い
民
族
集
団

も
あ
る
。
張
の
研
究
に
よ
り
、「
民
族
文
字
を
持
た
な
い
民
族
グ
ル
ー
プ
は
、
普
通
の
教
育
（
中
国
語
の
教
育
）
を
採
用
し
て
お
り
、
南
方

少
数
民
族
に
お
い
て
は
、
授
業
中
に
教
授
の
言
語
は
中
国
語
で
、
教
材
は
民
族
語
と
い
う
教
育
を
採
用
し
て
い
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
）
17
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
少
数
民
族
の
二
言
語
教
育
に
よ
っ
て
、
少
数
民
族
自
治
地
方
で
は
、「
民
考
漢
」
と
呼
ば
れ
る
民
族
が
増

加
し
つ
つ
あ
る
。「
民
考
漢
」
と
は
、「
近
年
、
中
国
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
い
て
、
中
国
語
と
民
族
語
両
言
語
を
使
用
す
る
ウ
イ
グ

ル
民
族
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
周
囲
の
漢
民
族
や
自
民
族
に
よ
る
他
者
化
の
ま
な
ざ
し
の
な
か
で
独
自
の
社
会
範
疇
と
し
て
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
国
家
と
少
数
民
族
社
会
の
相
互
交
渉
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
少
数
民
族
文
化
や
民

族
関
係
の
動
態
を
把
握
す
る
重
要
な
切
り
口
も
提
供
す
）
18
（
る
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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三
　
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族

㈠
　
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
形
成

　
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
中
国
の
北
西
部
辺
境
に
位
置
し
、
東
部
は
中
国
東
三
省
（
黒
龍
江
省
、
吉
林
省
、
遼
寧
省
）、
南
部
は
河
北
省
、

山
西
省
、
陝
西
省
、
寧
夏
回
族
自
治
区
、
北
東
部
は
ロ
シ
ア
、
北
部
は
モ
ン
ゴ
ル
国
と
境
を
接
し
て
い
る
。

　「
内
モ
ン
ゴ
ル｣

と
い
う
名
称
は
も
と
も
と
地
域
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
。
一
九
四
七
年
以
後
、
中
華
人
民
共
和
国
の
設
立
と
と
も

に
、
中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
漢
民
族
地
域
を
含
め
た
「
地
域
」
と
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
言
い
換

え
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
歴
史
は
、
中
国
の
周
辺
社
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
少
数
民
族
地
域
の
歴
史
に
起
き
た

重
要
な
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
っ
）
19
（

た
。

　
二
〇
一
〇
年
の
第
六
次
人
口
セ
ン
サ
）
20
（
ス
に
よ
る
と
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
総
面
積
は
一
一
八
万
三
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
中
国

で
は
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
次
い
で
三
番
目
の
広
さ
を
も
つ
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
、「
フ
フ
ホ
ト
市
（
呼
和

浩
特
市
）、
パ
オ
ト
ウ
市
（
包
頭
市
）、
ウ
ー
ハ
イ
市
（
烏
海
市
）、
ウ
ラ
ー
ン
ハ
ダ
市
（
赤
峰
市
）、
ト
ゥ
ン
リ
ヨ
ー
市
（
通
遼
市
）、
オ
ル
ド

ス
市
（
鄂
爾
多
斯
市
）、
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
市
（
呼
倫
貝
爾
市
）、
ウ
ラ
ン
チ
ャ
ブ
市
（
烏
闌
察
布
市
）、
バ
ヤ
ン
ノ
ー
ル
市
（
巴
彦
淖
爾
市
）」
の

九
つ
の
地
級
市
（
省
の
下
の
地
方
行
政
単
位
）
と
「
ヒ
ン
ガ
ン
盟
（
興
安
盟
）、
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
（
錫
林
郭
勒
盟
）、
ア
ル
シ
ャ
ー
盟
（
阿
拉
善

盟
）」
の
三
つ
の
盟
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
、
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
石
炭
な
ど
の
天
然
資
源
が
豊
富
で
、
中

国
で
最
も
速
い
成
長
を
遂
げ
る
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
や
武
器
の
製
造
に
不
可
欠
の
レ
ア
ア
ー
ス
（
希
土
類
）
の

産
地
で
も
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
人
口
は
二
四
七
〇
万
人
、
そ
の
う
ち
漢
民
族
は
一
九
六
五
万
人
で
八
〇
％
を
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族

の
人
口
は
、
四
二
五
万
人
で
一
七
％
を
、
回
民
族
、
満
民
族
、
朝
鮮
民
族
な
ど
そ
の
他
の
人
口
は
八
三
万
人
で
三
％
を
占
め
て
い
る
。
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㈡
　「
創
ら
れ
た
」
モ
ン
ゴ
ル
民
族

　
モ
ン
ゴ
ル
民
族
に
つ
い
て
の
特
徴
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
遊
牧
騎
馬
民
族
で
広
域
に
散
ら
ば
っ
て
居
住
し
て
い
る
た
め
、
居
住
地
の

地
理
条
件
は
複
雑
で
あ
り
、
多
く
の
古
い
風
俗
習
慣
が
残
っ
て
い
る
こ
と
や
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
、
そ
も
そ
も
独
自
の
言
語
と
文
字
を
有
し
て
い
る
民
族
で
あ
る
。
現
在
広
く
使
わ
れ
て
い
る
文
字
は
一
三
世
紀
初
頭

に
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
朝
鮮
民
族
と
同
様
に
自
民
族
言
語
に
よ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
き
た
少
数

民
族
の
一
つ
で
あ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
の
設
立
と
と
も
に
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
全
域
に
お
い
て
学
校
教
育
制
度

が
整
い
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
教
科
書
を
教
材
と
す
る
民
族
学
校
が
増
え
て
き
た
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
語
の
教
育
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
だ
け

で
は
な
く
、「
八
）
21
（

協
」
と
い
う
「
全
国
モ
ン
ゴ
ル
語
文
委
員
会
」
に
よ
っ
て
、
中
国
各
地
域
に
居
住
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
に
モ
ン
ゴ

ル
語
を
普
及
さ
せ
て
き
た
。
モ
ン
ゴ
ル
族
に
お
い
て
民
族
教
育
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
を
、
以
下
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
特
徴
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
は
、
民
族
学
校
、
民
族
出
版
社
、
民
族
新
聞
社
、
民
族
ラ
ジ
オ
局
な

ど
の
設
立
と
と
も
に
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
黄
金
時
代
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
次
に
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代

ま
で
は
、
中
国
文
化
大
革
命
の
影
響
に
よ
っ
て
、
民
族
教
育
シ
ス
テ
ム
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
、
民
族
文
化
の
後
退
時
代
と
い
う
段
階
で
あ

る
。
最
後
に
、
一
九
八
〇
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
、
中
国
の
市
場
経
済
体
制
の
導
入
と
と
も
に
、
民
族
言
語
、
民
族
文
化
、
民
族

教
）
22
（

育
が
全
面
的
に
復
活
し
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
、
発
展
時
期
で
あ
）
23
（

る
。

　
し
か
し
同
時
に
、
市
場
経
済
化
・
情
報
化
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
使
用
範
囲
が
大
き
く
縮
小
し
て
い
る
の
も
現
実
で
あ
る
。
そ
の

例
の
一
つ
と
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
い
て
、
民
族
学
校
か
ら
漢
民
族
学
校
あ
る
い
は
中
国
語
ク
ラ
ス
に
移
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の

こ
ど
も
達
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
〇
四
年
版
の
「
内
モ
ン
ゴ
ル
教
育
出
版
社
」
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
の
間
、

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
小
学
校
は
三
二
一
〇
校
か
ら
一
六
二
六
校
に
、
中
学
校
は
四
〇
四
校
か
ら
三
〇
〇
校
に
減
り
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
語
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教
材
購
入
総
数
は
一
九
九
〇
年
の
六
万
四
五
七
〇
冊
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
二
万
五
七
四
九
冊
と
半
分
以
下
に
減
少
し
て
き
）
24
（
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
い
て
中
国
語
の
使
用
率
が
高
い
背
景
に
、
漢
民
族
が
多
数
と
い
う
人
口
構
成
上
の
要
因
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
中
国
の
市
場
経
済
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
若
者
に
お
け
る
中
国
語
化
・
漢
民

族
化
と
い
う
変
容
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
中
国
語
化
・
漢
民
族
化
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
日
常
生
活
に
お
い
て
中
国
語

の
高
い
使
用
率
と
漢
族
文
化
の
浸
透
を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
漢
民
族
へ
の
同
化
を
示
す
。

　
上
記
の
よ
う
に
、
中
国
語
化
・
漢
民
族
化
は
主
に
若
者
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
民
族
学
校
卒
業
生
た
ち
の
就
職
率
低

下
を
招
い
て
い
る
。
中
国
政
府
は
現
在
ま
で
少
数
民
族
出
身
エ
リ
ー
ト
を
育
成
す
る
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
民
族
学
生
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
優
遇
措
置
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
優
遇
措
置
は
大
学
入
試
や
公
務
員
に
お
い
て
、
少
数
民
族
出
身
で
あ
る
こ
と
か

ら
優
遇
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
族
語
の
使
用
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
少
数
民
族
出
身
で
あ
っ

て
も
中
国
語
レ
ベ
ル
が
高
い
学
生
が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

㈢
　
フ
フ
ホ
ト
市
の
概
況

　
フ
フ
ホ
ト
市
（
中
国
語
で
呼
和
浩
特
市
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
青
い
城
」
と
い
う
意
味
）
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
省
都
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
の
政
治
、
経
済
、
文
化
と
商
業
の
中
心
で
あ
る
。
二
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
フ
フ
ホ
ト
市
は
、
か
つ
て
古
城
と
新
城
に
分
か

れ
て
い
た
。
古
城
は
明
の
時
代
一
五
七
二
年
に
建
設
さ
れ
、
帰
化
城
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
新
城
が
清
の
時
代
一
七
三
五
年
に
綏
遠
城
と
名

づ
け
ら
れ
た
。
一
九
二
八
年
に
、
二
つ
の
地
区
が
合
併
し
、
帰
綏
市
と
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
に
フ
フ
ホ
ト
市
に
改
名
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
の
政
府
所
在
地
と
な
っ
た
。

　
二
〇
一
〇
年
の
第
六
次
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
の
時
点
で
、
フ
フ
ホ
ト
市
の
総
面
積
約
一
万
七
二
二
四
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
市
街
地
面
積
が
二
〇
五
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
フ
フ
ホ
ト
市
の
人
口
は
二
八
六
万
人
、
そ
の
う
ち
漢
民
族
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は
二
四
九
万
人
で
八
七
％
を
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
人
口
は
、
二
九
万
人
で
一
〇
％
を
、
回
民
族
、
満
民
族
、
朝
鮮
民
族
な
ど
そ
の
他
の
人

口
は
八
万
人
で
三
％
を
占
め
て
い
る
。

　
フ
フ
ホ
ト
に
あ
る
「
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
」
は
一
九
五
七
年
に
設
立
さ
れ
、
一
九
七
八
年
二
月
に
教
育
部
よ
り
全
国
重
点
大
学
の
選
定
を

受
け
た
。
一
九
九
七
年
一
一
月
に
は
、
国
家
計
画
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
「
二
一
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
）
25
（
ト
」
指
定
の
重
点
大
学
と
な
っ
た
。

　『
内
モ
ン
ゴ
ル
日
報
』
は
、
一
九
四
八
年
、
共
産
党
機
関
紙
と
し
て
フ
フ
ホ
ト
市
で
創
刊
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語
版
・
中
国
語
版
の
二
種

類
か
ら
な
る
『
内
モ
ン
ゴ
ル
日
報
』
は
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
そ
の
他
の
民
族
を
対
象
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
版
の
場
合
、
毎
週
水
、
金
、
日
曜

日
は
八
紙
面
、
月
、
火
、
木
、
土
曜
日
は
四
紙
面
で
発
行
さ
れ
る
。
中
国
語
版
は
日
曜
日
に
四
紙
面
、
月
か
ら
土
曜
日
は
八
紙
面
で
発
行

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
は
、『
内
モ
ン
ゴ
ル
日
報
』
以
外
、『
内
モ
ン
ゴ
ル
生
活
日
報
』、『
法
制
日
報
』、『
経
済
日

報
』、『
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
日
報
』
な
ど
一
三
種
類
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
放
送
局
」
は
一
九
五
〇
年
七
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
そ
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
ニ
ュ
ー
ス
総
合

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
北
京
語
ニ
ュ
ー
ス
総
合
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
交
通
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
音
楽
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
経
済
生
活
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
民
俗
芸
能

チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
総
合
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
衛
星
放
送
を
利
用
し
、
全
国
及
び
周
辺
五
三
カ
国
ま
で
電
波

が
届
い
て
い
る
。
総
合
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
も
放
送
し
て
い
る
。

　「
内
モ
ン
ゴ
ル
テ
レ
ビ
局
」
は
、
一
九
六
〇
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
に
放
送
を
始
め
た
。
全
国
向
け
の
地
上
放
送

で
あ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
テ
レ
ビ
局
は
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
の
番
組
を
、
一
九
七
九
年
か
ら
カ
ラ
ー
放
送
を
始
め
た
。
現

在
「
内
モ
ン
ゴ
ル
テ
レ
ビ
局
」
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
メ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
民
族
語
と
中
国
語
二
チ
ャ
ン

ネ
ル
）、
中
国
語
に
よ
る
総
合
ニ
ュ
ー
ス
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
経
済
ニ
ュ
ー
ス
・
ド
ラ
マ
・
映
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
含
め
全
部
で
八

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
な
か
で
も
モ
ン
ゴ
ル
語
・
中
国
語
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
衛
星
放
）
26
（

送
で
、
全
国
お
よ
そ
八
〇
％
を
カ
バ
ー
す
る
。
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四
　 

質
問
紙
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
み
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
メ
デ
ィ
ア
の

　
　
利
用
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
係

㈠
　
調
査
の
方
法

　
以
上
で
述
べ
た
現
状
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
、
フ
フ
ホ
ト
市
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
着
目
し
、
以

下
二
つ
の
仮
説
を
設
定
し
た
。

　
仮
説
１
：
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
は
彼
ら
の
抱
く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
左
右
さ
れ
る
。

　
仮
説
２
：
モ
ン
ゴ
ル
族
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
は
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
二
言
語
（
中
国
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
）
の
使
用
能
力
と
相
関
関
係
が
あ
る
。

　
上
記
の
仮
説
に
基
づ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
八
月
に
、
フ
フ
ホ
ト
市
に
住
む
一
五
歳
〜
六
六
歳
の
モ
ン
ゴ
ル
族
男
女
二
〇
〇
名
を
対
象
に

質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
回
収
し
た
回
答
紙
は
、
回
答
内
容
が
不
十
分
で
あ
っ
た
調
査
票
を
除
い
た
一
八
七
名
の
回
答
紙
を
有
効
と
し

た
。

　
ま
た
本
調
査
で
は
、
ベ
リ
ー
の
文
化
適
応
理
）
27
（
論
に
基
づ
い
て
、
分
析
対
象
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
族
を
、
①
モ
ン
ゴ
ル
語
・
中
国
語
の
能

力
が
両
方
と
も
高
い
「
統
合
」
グ
ル
ー
プ
、
②
モ
ン
ゴ
ル
語
能
力
が
高
く
、
中
国
語
能
力
が
低
い
「
分
離
」
グ
ル
ー
プ
、
③
中
国
語
能
力

が
高
く
、
モ
ン
ゴ
ル
語
能
力
が
低
い
「
同
化
」
グ
ル
ー
プ
、
④
モ
ン
ゴ
ル
語
・
中
国
語
能
力
両
方
と
も
低
い
「
疎
外
」
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
た
。

㈡
　
調
査
項
目

　
本
稿
の
分
析
で
用
い
た
質
問
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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ま
ず
、
文
化
に
関
わ
る
変
数
と
し
て
、
回
答
者
の
言
語
能
力
、
す
な
わ
ち
、
中
国

語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
の
能
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
三
つ
の
項
目
（
①
読
み
能
力
　
②
書
き
能
力
　

③
話
す
能
力
）
に
分
類
し
て
、
最
も
近
い
回
答
一
つ
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。（
１
＝「
非
常

に
低
い
」、
４
＝「
非
常
に
高
い
」
の
四
段
階
）。
次
に
、
回
答
者
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
わ

る
変
数
と
し
て
、
主
に
中
国
中
央
テ
レ
ビ
局
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
の
一
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
中
心

と
す
る
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
と
、
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
（
①
新
聞
　

②
ラ
ジ
オ
　
③
テ
レ
ビ
　
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
利
用
程
度
を
、
四
段
階
（
１
＝「
全
く
利

用
し
な
い
」、
４
＝「
非
常
に
利
用
す
る
」）
の
尺
度
で
尋
ね
た
。
最
後
に
、
回
答
者
の
成
長

環
境
に
関
わ
る
変
数
と
し
て
、
①
家
庭
環
境
　
②
社
会
環
境
　
③
居
住
し
て
い
る
環
境

や
両
親
の
学
歴
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、
表
１
の
よ
う
に
、
異
な
る
年
齢
層
と
社
会
的
背
景
を
持

つ
モ
ン
ゴ
ル
民
族
男
女
一
〇
名
を
対
象
に
、
①
個
人
情
報
　
②
民
族
意
識
　
③
メ
デ
ィ

ア
利
用
　
④
日
常
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
た
（
表
１
）。

㈢
　
分
析
結
果

1
　
回
答
者
の
構
成

　
回
答
者
の
主
な
人
口
統
計
上
の
特
性
を
見
る
と
、
男
性
八
五
名
（
四
五
・
五
％
）、
女

性
一
〇
〇
（
五
三
・
五
％
）
と
女
性
の
方
が
幾
分
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
回
答
者

の
年
齢
構
成
は
二
〇
代
が
八
五
名
（
四
四
・
七
％
）
と
も
っ
と
も
多
く
、
回
答
者
の
学

表１　インタビュー対象者（2009年）

対象者 性別 年齢 職業 学歴
A 男 40代 企業家 大学卒業
B 女 40代 ジャーナリスト 大学卒業
C 女 30代 ホテル従業員 高校卒業
D 女 20代 ホテル従業員 高校卒業
E 男 30代 留学生 博士
F 男 60代 タクシー運転者 高校卒業
G 女 50代 専業主婦 中学校卒業
H 女 20代 学生 大学在学中
I 男 20代 学生 大学在学中
J 女 20代 学生 大学在学中
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歴
を
見
る
と
、
大
学
卒
業
者
が
一
〇
六
名
（
五
六
・
七
％
）
と
半

数
以
上
を
占
め
て
い
る
（
表
２
）。

　
表
３
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
能
力
に
つ
い
て
、「
読
み
能
力
」、「
書

き
能
力
」、「
話
す
能
力
」
三
つ
の
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
変
数

（
１
＝「
非
常
に
低
い
」、
２
＝「
や
や
低
い
」、
３
＝「
や
や
高
い
」、
４
＝

「
非
常
に
高
い
」）
を
も
と
に
算
出
し
12
変
数
値
よ
り
中
央
値
11
を

求
め
、
モ
ン
ゴ
ル
語
能
力
高
い
（
中
央
値
11
以
上
）
群
と
低
い

（
中
央
値
11
以
下
）
群
に
分
類
し
た
。
一
方
、
中
国
語
能
力
も
モ
ン

ゴ
ル
語
能
力
と
同
じ
方
法
で
変
数
計
算
を
行
い
、
中
央
値
で
あ
る

９
を
基
準
に
二
つ
の
群
に
分
け
た
。
そ
の
結
果
を
み
る
と
、
回
答

者
の
五
割
に
あ
た
る
八
九
名
（
四
八
％
）
が
「
統
合
」
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
。
続
い
て
、「
同
化
」
グ
ル
ー
プ
三
七
名
（
二
〇
％
）、

「
疎
外
」
グ
ル
ー
プ
三
一
名
（
一
六
％
）、
モ
ン
ゴ
ル
語
能
力
が
高

く
中
国
語
能
力
が
低
い
「
分
離
」
グ
ル
ー
プ
二
五
名
（
一
三
％
）

で
あ
る
（
Ｎ
Ａ
五
名
（
二
・
七
％
））（
表
３
）。

　
家
庭
環
境
と
言
語
能
力
に
よ
る
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を
み

る
と
、
表
４
に
示
す
よ
う
に
、
有
意
な
差
は
現
れ
て
い
な
か
っ
た

（p＞
0.05

）。
家
庭
で
利
用
す
る
言
語
と
関
係
な
く
、「
統
合
」
グ

ル
ー
プ
七
七
名
（
五
三
・
五
％
）
が
家
庭
で
主
に
モ
ン
ゴ
ル
語
を

表２　回答者の構成（単位：名）

男女内訳 年齢内訳 学歴内訳 職業内訳
男 45.5％（ 85） 10代 1.6％（  3） 小学卒業 2.7％（  5） 学生 22.5％（ 42）
女 53.5％（100） 20代 44.7％（ 85） 中校卒業 7.5％（ 14） 教員 7.0％（ 13）

　 30代 23.6％（ 44） 高校卒業 11.2％（ 21） 職員 15.0％（ 28）
　 40代 10.0％（ 19）専門校卒業 8.6％（ 16） 企業家 3.2％（  6）
　 50代 11.7％（ 20） 大学卒業 56.7％（106） 牧農民 12.3％（ 23）
　 60代 4.2％（  8） 修士以上 12.8％（ 24） 公務員 6.4％（ 12）
　 　 　 メディア関係者 26.0％（ 48）

NA 1.0％（  2） 4.2％（  8） 0.5％（  1） 8％（ 15）
合計 100％（187） 100％（187） 100％（187） 100％（187）

表３　言語能力による４グループ（単位：名）

４グループ
中国語能力

合計
１　低い ２　高い 

モンゴル語能力
１　低い 16％（31） 20％（ 37） 36％（ 68）
２　高い 13％（25） 48％（ 89） 61％（114）

合計 29％（56） 68％（126） 97％（182）
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話
す
割
合
が
高
く
、
次
に
「
疎
外
」
グ
ル
ー
プ
二
三
名

（
一
六
・
〇
％
）、「
同
化
」・「
分
離
」
グ
ル
ー
プ
二
二
名

（
一
五
・
三
％
）
と
、
全
体
的
に
モ
ン
ゴ
ル
語
を
よ
く
使
用

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
と

友
達
関
係
を
見
る
と
、
有
意
な
差
は
現
れ
て
い
る

（p＜
0.05

）。
つ
ま
り
、「
モ
ン
ゴ
ル
族
友
達
が
多
い
」
回

答
者
は
「
統
合
」
グ
ル
ー
プ
五
一
％
（
七
五
名
）
と
、「
同

化
」
一
七
・
七
％
（
二
六
名
）
と
の
高
い
割
合
を
占
め
、

「
中
国
人
友
達
が
多
い｣

回
答
者
の
割
合
が
非
常
に
低
い

結
果
が
み
ら
れ
た
（
Ｎ
Ａ
、
七
名
（
三
・
七
％
））（
表
４
参

照
）。2

　
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
状
況

　
⑴
　
モ
ン
ゴ
ル
語
・
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

　
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、「
モ
ン
ゴ
ル
語
・

中
国
語
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
を
普
段
ど
の
程
度
利
用
し
ま
す
か
」
と
尋
ね
、

最
も
近
い
回
答
を
一
つ
選
ん
で
も
ら
っ
た
（
１
＝「
ま
っ
た

く
利
用
し
な
い
」、
４
＝「
非
常
に
利
用
す
る
」
の
四
段
階
）。
ま

た
、
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
し
て
１
＝「
ま
っ
た
く
利
用
し

表４　家庭・社会環境と４つのグループ（単位：名）

家庭・社会環境
言語能力による４つのグループ

合計 Pearson
のカイ２乗疎外 同化 分離 統合

家庭で使用
する言語

モンゴル語 16.0％（23） 15.3％（22） 15.3％（22） 53.5％（77） 100.0％（144）

0.077
モンゴル語・
中国語両方 24.1％（ 7） 37.9％（11）  6.9％（ 2） 31.0％（ 9） 100.0％（ 29）

中国語 14.3％（ 1） 28.6％（ 2） 14.3％（ 1） 42.9％（ 3） 100.0％（　7）

合計 17.2％（31） 19.4％（35） 13.9％（25） 49.4％（89） 100.0％（180）

友達の割合

モンゴル族
友達が多い 17.0％（25） 17.7％（26） 14.3％（21） 51.0％（75） 100.0％（147）

0.044

モンゴル族・ 
中国人両方
とも多い

17.4％（ 4） 34.8％（ 8）  4.3％（ 1） 43.5％（10） 100.0％（ 23）

中国人友達 
が多い  0.0％（ 0） 33.3％（ 1） 66.7％（ 2）  0.0％（ 0） 100.0％（　3）

合計 16.8％（29） 20.2％（35） 13.9％（24） 49.1％（85） 100.0％（173）

＊ 非常に利用するとやや利用するを「利用程度が高い」に、あまり利用しないとまったく利用し
ないを「利用程度が低い」に合算。

＊ ＊４つのグループの特徴は、「モンゴル語・中国語能力低い」を疎外に、「モンゴル語能力低い、
中国語能力高い」は同化に、「モンゴル語能力高い、中国語能力低い」は分離に、「モンゴル
語・中国語能力高い」を統合と区分した。
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な
い
」、
２
＝「
あ
ま
り
利
用
し
な
い
」
と
答
え
た
群
は
メ
デ
ィ
ア
を
「
利
用
程
度

低
い
グ
ル
ー
プ
」、
３
＝「
や
や
利
用
す
る
」、
４
＝「
非
常
に
利
用
す
る
」
と
答
え

た
群
は
メ
デ
ィ
ア
を
「
利
用
程
度
高
い
グ
ル
ー
プ
」
と
分
類
し
た
。

　
表
５
に
示
す
よ
う
に
、
回
答
者
の
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
利
用
を
み
る
と
、
テ

レ
ビ
を
利
用
す
る
人
の
割
合
（
八
五
・
六
％
、
一
六
〇
名
）
が
圧
倒
的
に
高
く
、
次

に
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
（
六
七
・
四
％
、
一
二
六
名
）、
ラ
ジ
オ
（
六
二
・
〇
％
、
一
一

六
名
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
四
九
・
七
％
、
九
三
名
）
の
順
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

回
答
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
テ
レ
ビ
（
八
九
・
三
％
、
一
六
七
名
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
七
八
・
六
％
、
一

四
七
名
）、
新
聞
（
七
五
・
九
％
、
一
四
二
名
）
を
利
用
す
る
割
合
が
高
く
、
ラ
ジ
オ

（
四
六
・
五
％
、
八
七
名
）
を
利
用
す
る
割
合
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表
５
参

照
）。

　
⑵
　
中
央
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
番
組
の
利
用

　
中
央
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
あ
な
た
は
、
平
均
す
る
と
一
日
何
時

間
く
ら
い
中
央
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
を
視
聴
し
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
、
１
＝「
１
時
間
未

満
」、
２
＝「
１
―
２
時
間
」、
３
＝「
３
―
４
時
間
」、
４
＝「
５
時
間
以
上
」
の
四

段
階
で
測
定
し
た
。
結
果
と
し
て
、
回
答
者
の
一
日
中
央
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
平
均
視
聴

時
間
は
、
五
時
間
以
上
利
用
者
は
八
四
名
（
四
五
％
）
と
多
く
、
次
に
、
三
―
四

時
間
視
聴
者
は
四
五
名
（
二
四
％
）、
一
―
二
時
間
視
聴
者
は
三
三
名
（
一
八
％
）、

表５　モンゴル民語・中国語メディアの利用実態（単位：名）

メディア 利用程度
低い

利用程度
高い 合計 NA

モンゴル語
メディア

新聞 31.6％（59） 67.4％（126） 98.9％（185︶ 1.1％（ 2）

ラジオ 36.9％（69） 62.0％（116） 98.9％（185） 1.1％（ 2）

テレビ 12.8％（24） 85.6％（160） 98.4％（184） 1.6％（ 3）

インターネット 46.0％（86） 49.7％（ 93） 95.7％（179） 4.3％（ 8）

中国語
メディア

新聞 22.5％（42） 75.9％（142） 98.4％（184） 1.6％（ 3）

ラジオ 47.1％（88） 46.5％（ 87） 93.6％（175） 6.4％（12）

テレビ  9.6％（18） 89.3％（167） 98.9％（185） 1.1％（ 2）

インターネット 19.8％（37） 78.6％（147） 98.4％（184） 1.6％（ 3）

＊ 「非常に利用する」と「やや利用する」を利用程度が高いに、「あまり利用しな
い」と「まったく利用しない」を利用程度が低いに合算。
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一
時
間
未
満
は
二
四
名
（
一
三
％
）
の
順
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
表
６
に
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
（
中
央
テ
レ
ビ
）
の
利
用
程
度
を
み
る
と
、
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ‒

１
総
合
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
全
体
（
一
八
七
名
）

の
過
半
数
に
あ
た
る
一
〇
八
名
（
五
七
・
八
％
）
の

人
が
「
非
常
に
利
用
す
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

６
映
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
八
二
名
、

四
三
・
九
％
）
や
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

12
社
会
・
法
律
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
七
九
名
、
四
二
・
二
％
）
は
全
体
の
半
分
近
く

の
人
が
、
ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

５
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
六
八
名
、
三
六
・
四
％
）
や
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

３
芸

能
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
六
五
名
、
三
四
・
八
％
）
は
全
体
の

三
分
の
一
以
上
の
人
が
「
非
常
に
利
用
す
る
」
と
答

え
て
い
る
（
表
６
参
照
）。

3
　
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
利
用

　
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア

の
利
用
を
み
る
と
、
新
聞
（p＜

0.05

）
以
外
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
は
有
意
な
差
が
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま

り
、「
同
化
」、「
統
合
」
グ
ル
ー
プ
の
モ
ン
ゴ
ル
語

表６　中央テレビチャンネルの利用実態（単位：名）

中央テレビチャンネル
メディア利用程度

まったく利
用しない

あまり利用
しない

やや利用 
する

非常に利用
する NA 合計

CCTV‒1 総合  0.5％（ 1）  8.0％（15） 30.5％（57） 57.8％（108）  3.2％（ 6） 100.0％（187）

CCTV‒2 経済  0.5％（ 1） 24.1％（45） 36.9％（69） 29.4％（ 55）  9.1％（17） 100.0％（187）

CCTV‒3 芸能  1.6％（ 3） 16.6％（31） 38.0％（71） 34.8％（ 65）  9.1％（17） 100.0％（187）

CCTV‒4中国語国際放送  3.7％（ 7） 38.0％（71） 27.3％（51） 16.0％（ 30） 15.0％（28） 100.0％（187）

CCTV‒5 スポーツ  1.1％（ 2） 26.7％（50） 27.8％（52） 36.4％（ 68）  8.0％（15） 100.0％（187）

CCTV‒6 映画  4.8％（ 9） 20.3％（38） 24.1％（45） 43.9％（ 82）  7.0％（13） 100.0％（187）

CCTV‒7 軍事・農業  9.6％（18） 42.2％（79） 24.1％（45）  9.6％（ 18） 14.4％（27） 100.0％（187）

CCTV‒8 ドラマ  3.7％（ 7） 27.3％（51） 30.5％（57） 27.8％（ 52） 14.4％（27） 100.0％（187）

CCTV‒9 英語国際放送 33.2％（62） 33.2％（62） 12.8％（24）  4.8％（  9） 10.7％（20） 100.0％（187）

CCTV‒10 教育  7.0％（13） 25.7％（48） 32.6％（61） 25.7％（ 48）  9.1％（17） 100.0％（187）

CCTV‒11 歌劇 39.0％（73） 26.2％（49） 11.8％（22）  8.0％（ 15） 15.0％（28） 100.0％（187）

CCTV‒12 社会・法律  3.7％（ 7） 17.1％（32） 30.5％（57） 42.2％（ 79）  6.4％（12） 100.0％（187）

CCTV‒13 ニュース 19.3％（36） 16.0％（30） 31.0％（58） 25.7％（ 48） 8.0％（15） 100.0％（187）

CCTV‒14 子供  3.6％（59） 32.6％（61） 13.9％（26）  6.4％（ 12） 15.5％（29） 100.0％（187）

CCTV‒15 音楽 24.1％（45） 17.1％（32） 26.7％（50） 22.5％（ 42）  9.6％（18） 100.0％（187）
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利
用
率
が
高
い
回
答
者
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
の
利

用
率
が
高
い
（「
同
化
」
二
一
名
（
一
七
・
二
％
）、「
統

合
」
七
〇
名
（
五
七
・
四
％
）
と
い
え
る
（
表
７
参
照
）。

　
他
方
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
利

用
と
の
関
係
を
み
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
利

用
と
同
じ
よ
う
に
、
新
聞
の
利
用
は
有
意
な
差
が
現

れ
て
い
た
（p＜

0.05

）。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
の
利
用
に

も
有
意
な
差
が
現
れ
、「
分
離
」
と
「
統
合
」
の
中

国
語
利
用
率
が
高
い
回
答
者
が
中
国
語
ラ
ジ
オ
の
利

用
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
言
い
う
る
（
表
８
）。

　
一
方
、
回
答
者
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
番
組
の
視
聴
に
つ
い

て
、
表
５
と
同
じ
よ
う
に
、「
ま
っ
た
く
視
聴
し
な

い
」
と
「
あ
ま
り
視
聴
し
な
い
」
群
を
「
利
用
程
度

低
い
」、「
や
や
視
聴
す
る
」、「
非
常
に
視
聴
す
る
」

群
を
「
利
用
程
度
高
い
」
に
分
け
た
。
四
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
利
用
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ‒

１
総
合
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
利
用
に
は
有
意
な
差

が
見
ら
れ
ず
「
疎
外
」
二
九
名
（
一
七
・
九
％
）、

「
同
化
」
三
二
名
（
一
九
・
八
％
）、「
分
離
」
二
〇
名

表７　モンゴル語メディア利用と４グループの特徴（単位：名）

メディア利用程度
言語能力による４つのグループ

合計 Pearson
のカイ２乗疎外 同化 分離 統合

新聞

低い 25.9％（15） 24.1％（14） 17.2％（10） 32.8％（19） 100％（ 58）

0.017高い 13.1％（16） 17.2％（21） 12.3％（15） 57.4％（70） 100％（122）

合計 17.2％（31） 19.4％（35） 13.9％（25） 49.4％（89） 100％（180）

ラジオ

低い 14.7％（10） 19.1％（13） 19.1％（13） 47.1％（32） 100％（ 68）

0.460高い 17.9％（20） 21.4％（24） 10.7％（12） 50.0％（56） 100％（112）

合計 16.7％（30） 20.6％（37） 13.9％（25） 48.9％（88） 100％（180）

テレビ

低い 16.7％（ 4） 37.5％（ 9） 12.5％（ 3） 33.3％（ 8） 100％（ 24）

0.136高い 17.4％（27） 17.4％（27） 14.2％（22） 51.0％（79） 100％（155）

合計 17.4％（31） 20.1％（36） 14.0％（25） 48.6％（87） 100％（179）

インター
ネット

低い 18.6％（16） 17.4％（15） 14.0％（12） 50.0％（43） 100％（ 86）

0.676高い 15.9％（14） 25.0％（22） 12.5％（11） 46.6％（41） 100％（ 88）

合計 17.2％（30） 21.3％（37） 13.2％（23） 48.3％（84） 100％（174）

＊ 非常に利用するとやや利用するを「利用程度が高い」に、あまり利用しないとまったく利用し
ないを「利用程度が低い」に合算。

＊ ＊４つのグループの特徴は、「モンゴル語・中国語能力低い」を疎外に、「モンゴル語能力低い、
中国語能力高い」は同化に、「モンゴル語能力高い、中国語能力低い」は分離に、「モンゴル
語・中国語能力高い」を統合と区分した。
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（
一
二
・
三
％
）、「
統
合
」
八
一
名
（
五
〇
・
〇
％
）

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
よ
く
利

用
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
表
９
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

２

の
経
済
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

７
軍
事
・
農

業
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

13
ニ
ュ
ー
ス
の
利

用
に
は
有
意
な
差
が
現
れ
て
い
た
（p＜

0.05

）。

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

６
映
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

（p＜
0.05

）、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

11
歌
劇
チ
ャ
ン
ネ
ル

（p＜
0.05

）、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ‒

15
音
楽
チ
ャ
ン
ネ
ル
な

ど
娯
楽
番
組
を
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
表
９
参
照
）。

4 

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
み
る
モ
ン
ゴ
ル
民

族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、
上
記
の
表
１
に
あ
る

よ
う
に
、
フ
フ
ホ
ト
市
の
身
分
証
を
用
い
て
い
る

モ
ン
ゴ
ル
民
族
一
〇
名
を
対
象
に
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
彼
ら
が
ど

の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
抱
き
な
が
ら
メ

表８　中国語メディア利用程度と４グループの特徴（単位：名）

メディア利用程度
言語能力による４つのグループ

合計 Pearson
のカイ２乗疎外 同化 分離 統合

新聞

低い 23.8％（10） 28.6％（12） 21.4％（ 9） 26.2％（11） 100％（ 42）

0.009高い 13.9％（19） 18.2％（25） 11.7％（16） 56.2％（77） 100％（137）

合計 16.2％（29） 20.7％（37） 14.0％（25） 49.2％（88） 100％（179）

ラジオ

低い 17.2％（15） 16.1％（14） 21.8％（19） 44.8％（39） 100％（ 87）

0.031高い 14.1％（12） 23.5％（20）  7.1％（ 6） 55.3％（47） 100％（ 85）

合計 15.7％（27） 19.8％（34） 14.5％（25） 50.0％（86） 100％（172）

テレビ

低い 35.3％（ 6） 17.6％（ 3） 11.8％（ 2） 35.3％（ 6） 100％（ 17）

0.223高い 15.3％（25） 20.2％（33） 14.1％（23） 50.3％（82） 100％（163）

合計 17.2％（31） 20.0％（36） 13.9％（25） 48.9％（88） 100％（180）

インター
ネット

低い 20.0％（ 7）  8.6％（15） 20.0％（ 7） 51.4％（18） 100％（ 35）

0.211高い 16.7％（24） 22.9％（33） 11.8％（17） 48.6％（70） 100％（144）

合計 17.3％（31） 20.1％（36） 13.4％（24） 49.2％（88） 100％（179）

＊ 非常に利用するとやや利用するを「利用程度が高い」に、あまり利用しないとまったく利用し
ないを「利用程度が低い」に合算。

＊ ＊４つのグループの特徴は、「モンゴル語・中国語能力低い」を疎外に、「モンゴル語能力低い、
中国語能力高い」は同化に、「モンゴル語能力高い、中国語能力低い」は分離に、「モンゴル
語・中国語能力高い」を統合と区分した。
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表９　中央テレビチャンネル利用程度と４グループの特徴（単位：名）
CCTV 利用程度 言語能力による４つのグループ 合計 Pearson の

カイ２乗疎外 同化 分離 統合

CCTV‒1 総合
低い 13.3％（ 2） 20.0％（ 3） 26.7％（ 4） 40.0％（ 6） 100％（ 15）

0.177高い 17.9％（29） 19.8％（32） 12.3％（20） 50.0％（81） 100％（162）
合計 17.5％（31） 19.8％（35） 13.6％（24） 49.2％（87） 100％（177）

CCTV‒2 経済
低い 13.3％（ 6） 24.4％（11） 26.7％（12） 35.6％（16） 100％（ 45）

0.010高い 17.4％（21） 17.4％（21） 9.1％（11） 56.2％（68） 100％（121）
合計 16.3％（27） 19.3％（32） 13.9％（23） 50.6％（84） 100％（166）

CCTV‒3 芸能
低い 18.2％（ 6） 12.1％（ 4） 15.2％（ 5） 54.5％（18） 100％（ 33）

0.749高い 18.1％（24） 20.3％（27） 13.5％（18） 48.1％（64） 100％（133）
合計 18.1％（30） 18.7％（31） 13.9％（23） 49.4％（82） 100％（166）

CCTV‒4 国際
低い 13.0％（10） 22.1％（17） 18.2％（14） 46.8％（36） 100％（ 77）

0.166高い 22.8％（18） 15.2％（12） 10.1％（ 8） 51.9％（41） 100％（ 79）
合計 17.9％（28） 18.6％（29） 14.1％（22） 49.4％（77） 100％（156）

CCTV‒5 スポーツ
低い 11.8％（ 6） 11.8％（ 6） 21.6％（11） 54.0％（28） 100％（ 51）

0.070高い 19.8％（23） 22.4％（26） 10.3％（12） 47.4％（55） 100％（116）
合計 17.4％（29） 19.2％（32） 13.8％（23） 49.7％（83） 100％（167）

CCTV‒6 映画
低い 19.6％（ 9） 8.7％（ 4） 28.3％（13） 43.5％（20） 100％（ 46）

0.020高い 15.3％（19） 23.4％（29） 8.1％（10） 53.2％（66） 100％（124）
合計 16.5％（28） 19.4％（33） 13.5％（23） 50.6％（86） 100％（170）

CCTV‒7 軍事・農業
低い 13.7％（13） 20.0％（19） 20.0％（19） 46.3％（44） 100％（ 95）

0.016高い 23.0％（14） 18.0％（11） 3.3％（ 2） 55.7％（34） 100％（ 61）
合計 17.3％（27） 19.2％（30） 13.5％（21） 50.0％（78） 100％（156）

CCTV‒8 ドラマ
低い 19.3％（11） 14.0％（ 8） 21.1％（12） 45.6％（26） 100％（ 57）

0.222高い 15.1％（16） 22.6％（24） 11.3％（12） 50.9％（54） 100％（106）
合計 16.6％（27） 19.6％（32） 14.7％（24） 49.1％（80） 100％（163）

CCTV‒9 英語国際
低い 13.1％（16） 20.5％（25） 17.2％（21） 49.2％（60） 100％（122）

0.049高い 31.3％（10） 12.5％（ 4） 6.2％（ 2） 50.0％（16） 100％（ 32）
合計 16.9％（26） 18.8％（29） 14.9％（23） 49.4％（76） 100％（154）

CCTV‒10 教育
低い 13.3％（ 8） 20.0％（12） 20.0％（12） 46.7％（28） 100％（ 60）

0.426高い 17.6％（19） 19.4％（21） 11.1％（12） 51.9％（56） 100％（108）
合計 16.1％（27） 19.6％（33） 14.3％（24） 50.0％（84） 100％（168）

CCTV‒11 歌劇
低い 11.7％（14） 20.8％（25） 18.3％（22） 49.2％（59） 100％（120）

0.025高い 27.0％（10） 10.8％（ 4） 5.4％（ 2） 56.8％（21） 100％（ 37）
合計 15.3％（24） 18.5％（29） 15.3％（24） 51.0％（80） 100％（157）

CCTV‒12 社会・法律
低い 15.8％（ 6） 26.3％（10） 18.4％（ 7） 39.5％（15） 100％（ 38）

0.468高い 17.4％（23） 18.2％（24） 12.9％（17） 51.5％（68） 100％（132）
合計 17.1％（29） 20.0％（34） 14.1％（24） 48.8％（83） 100％（170）

CCTV‒13 ニュース
低い 16.9％（11） 10.8％（ 7） 23.1％（15） 49.2％（32） 100％（ 65）

0.011高い 17.3％（18） 25.0％（26） 7.7％（ 8） 50.0％（52） 100％（104）
合計 17.2％（29） 19.5％（33） 13.6％（23） 49.7％（84） 100％（169）

CCTV‒14 子供向け
低い 14.3％（17） 17.6％（21） 17.6％（21） 50.4％（60） 100％（119）

0.083高い 21.6％（ 8） 27.0％（10） 2.7％（ 1） 48.6％（18） 100％（ 37）
合計 16.0％（25） 19.9％（31） 14.1％（22） 50.0％（78） 100％（156）

CCTV‒15 音楽
低い 12.2％（ 9） 12.2％（ 9） 24.3％（18） 51.4％（38） 100％（ 74）

0.001高い 21.1％（19） 25.6％（23） 5.6％（ 5） 47.8％（43） 100％（ 90）
合計 17.1％（28） 19.5％（22） 14.0％（23） 49.4％（81） 100％（164）

＊ 非常に視聴するとやや視聴するを「利用程度が高い」に、あまり視聴しないとまったく視聴しないを「利
用程度が低い」に合算。

＊ ＊４つのグループの特徴は、「モンゴル語・中国語能力低い」を疎外に、「モンゴル語能力低い、中国語能
力高い」は同化に、「モンゴル語能力高い、中国語能力低い」は分離に、「モンゴル語・中国語能力高い」
を統合と区分した。
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デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
い
る
か
に
注
目
し
た
。
以
下
で
は
、
八
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
事
例
を
示
し
た
い
。

　
事
例
１
：
モ
ン
ゴ
ル
族
と
し
て
の
民
族
意
識
が
強
い

　
私
た
ち
は
、
モ
ン
ゴ
ル
大
学
を
卒
業
後
結
婚
し
た
。
現
在
一
歳
の
娘
と
母
と
一
緒
に
フ
フ
ホ
ト
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
家
族
で
使
用
す

る
言
葉
は
、
母
と
は
主
に
モ
ン
ゴ
ル
語
で
、
主
人
と
二
人
は
モ
ン
ゴ
ル
語
と
中
国
語
両
方
と
も
よ
く
使
い
ま
す
。
食
事
は
や
は
り
モ
ン
ゴ

ル
族
風
で
す
。
母
は
中
国
語
が
で
き
な
い
の
で
、
家
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
チ
ャ
ネ
ル
を
よ
く
利
用
し
ま
す
。
民
族
意
識
と
い
え
ば
、
常
に 

モ
ン
ゴ
ル
族
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
自
分
が
モ
ン
ゴ
ル
族
で
あ
る
こ
と
を
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
中
国
は
現

在
漢
民
族
が
国
を
支
配
し
て
い
ま
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
元
朝
を
建
て
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
を
尊
敬
し
ま
す
。

（
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
）

　
私
は
フ
フ
ホ
ト
が
好
き
で
す
。
将
来
も
ず
っ
と
こ
こ
に
住
み
た
い
で
す
。
友
達
は
モ
ン
ゴ
ル
族
が
多
い
で
す
。
で
も
漢
民
族
も
好
き
で

す
。
私
の
夢
は
こ
こ
で
モ
ン
ゴ
ル
語
を
教
え
る
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
結
婚
は
や
は
り
同
一
民
族
と
し
た
い
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
は
テ
レ

ビ
を
よ
く
利
用
し
ま
す
。
ド
ラ
マ
番
組
が
好
き
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の
新
聞
も
よ
く
読
み
ま
す
。（
Ｈ
さ
ん
）

　
主
人
の
仕
事
で
、
三
年
前
か
ら
フ
フ
ホ
ト
に
住
ん
で
い
ま
す
。
子
供
は
大
人
に
な
っ
て
一
人
で
暮
し
て
い
ま
す
。
周
り
に
親
戚
も
い
な

い
し
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
友
人
も
あ
ま
り
い
な
い
の
で
、
ほ
ぼ
毎
日
朝
八
時
か
ら
夜
七
時
ま
で
テ
レ
ビ
を
み
て
い
ま
す
。
よ
く
み
る
番
組
は
、

モ
ン
ゴ
ル
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
地
方
ニ
ュ
ー
ス
と
娯
楽
番
組
で
す
。（
Ｇ
さ
ん
）

　
事
例
２
：
中
国
人
と
し
て
の
民
族
意
識
が
強
い

　
モ
ン
ゴ
ル
族
と
モ
ン
ゴ
ル
国
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
は
同
一
民
族
だ
。
し
か
し
、
私
は
自
分
を
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
と
思
わ
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
族

は
中
国
の
少
数
民
族
で
あ
り
、
中
国
人
だ
。
私
は
モ
ン
ゴ
ル
国
で
は
な
く
、
こ
こ
内
モ
ン
ゴ
ル
で
、
中
国
の
少
数
民
族
で
あ
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
。
外
モ
ン
ゴ
ル
の
メ
デ
ィ
ア
は
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
生
活
が
内
モ
ン
ゴ
ル
族
よ
り
貧
し
い
こ
と
は 

み
ん
な
わ
か
っ
て
い
る
よ
。
私
が
仕
事
上
よ
く
利
用
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
中
国
語
ラ
ジ
オ
番
組
で
す
。（
Ｆ
さ
ん
）



中国モンゴル民族のアイデンティティとメディア利用

57

　
漢
民
族
が
多
数
住
ん
で
い
る
フ
フ
ホ
ト
市
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
ほ
と
ん
ど
漢
民
族
化
さ
れ
、
日
常
生
活
中
で
自
分
た
ち
を
モ
ン
ゴ
ル
族

だ
と
意
識
し
ま
せ
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
族
を
含
め
、
中
国
の
少
数
民
族
は
漢
民
族
と
と
も
に
一
つ
の
中
華
民
族
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
で
両
親

と
は
中
国
語
で
話
し
ま
す
。
私
は
小
学
校
一
年
か
ら
中
国
学
校
で
中
国
語
を
学
び
始
め
ま
し
た
。（
Ｃ
さ
ん
）

　
私
に
と
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
よ
り
中
国
語
で
話
す
こ
と
が
気
楽
で
す
。
結
婚
は
い
つ
す
る
か
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
結
婚
相
手
は
漢

民
族
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
将
来
は
北
京
で
お
仕
事
を
し
た
い
で
す
。
テ
レ
ビ
は
中
央
テ
レ
ビ
の
映
画
・
ド
ラ
マ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
よ
く
利
用
し
ま

す
。（
Ｄ
さ
ん
）

　
事
例
３
：
中
華
民
族
の
一
員
と
し
て
の
意
識
が
強
い

　
私
は
中
国
人
に
は
自
分
を
モ
ン
ゴ
ル
族
と
自
己
紹
介
を
し
ま
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
は
自
分
を
中
国
人
だ
と
い
い
ま
す
。

も
し
も
南
北
（
外
・
内
）
モ
ン
ゴ
ル
が
統
一
さ
れ
る
日
が
来
て
も
、
私
に
と
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
国
へ
の
帰
化
は
あ
り
得
な
い
で
す
。
私
は
永

遠
に
中
国
の
モ
ン
ゴ
ル
族
と
し
て
こ
こ
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
草
原
が
好
き
で
す
。
砂
漠
が
好
き
で

す
。
内
モ
ン
ゴ
ル
が
好
き
で
す
。
中
国
は
も
っ
と
好
き
で
す
。（
Ｉ
さ
ん
）

　
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
日
常
生
活
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
ま
た
は
中
国
人
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
せ
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
族
は
中
国
五
六
民
族
の

一
員
な
の
で
、
中
国
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
い
う
呼
び
方
が
正
し
い
と
私
は
強
く
思
い
ま
す
。（
Ｊ
さ
ん
）

　
私
は
、
中
国
少
数
民
族
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
族
が
一
番
大
き
く
て
偉
大
な
民
族
だ
と
思
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
中
華
民
族
の
誇
り

で
す
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
中
華
民
族
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル

民
族
の
歴
史
に
は
中
国
の
歴
史
が
あ
る
と
同
時
に
、
中
国
の
歴
史
を
論
じ
る
際
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
歴
史
な
し
に
は
論
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

モ
ン
ゴ
ル
族
と
外
モ
ン
ゴ
ル
国
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
同
じ
民
族
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
族
・
モ
ン
ゴ
ル
人
と
い
う
意
識
よ

り
、
私
は
モ
ン
ゴ
ル
族
・
中
国
人
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
族
は
中
華
民
族
の
一
員
で
す
。（
Ｅ
さ
ん
）

　
事
例
４
：
モ
ン
ゴ
ル
族
の
漢
民
族
化
問
題
に
つ
い
て
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私
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
社
会
の
漢
民
族
化
に
は
反
対
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
漢
民
族
化
は
民
族
の
特
性
を
失
わ
せ
て
し
ま
い
、
中
華
大
民

族
と
い
う
中
国
の
特
性
も
失
わ
せ
て
し
ま
う
（
Ａ
さ
ん
）。
特
に
、
現
在
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
全
部
で
八

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
な
い
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
。（
Ｅ
さ
ん
）

　
モ
ン
ゴ
ル
族
と
し
て
自
民
族
文
化
を
守
っ
て
ほ
し
い
（
ず
っ
と
）。
し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
は
力
が
な
い
。（
Ｇ
さ
ん
）

　
中
国
の
少
数
民
族
で
あ
る
限
り
、
漢
民
族
化
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
中
国
社
会
を
生
き
る
少
数
民
族
に
と
っ
て
、
民
族

語
よ
り
中
国
語
が
も
っ
と
も
必
要
で
す
。（
Ｃ
さ
ん
）

　
自
分
が
何
民
族
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
重
要
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
生
活
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
で
す
。（
Ｆ
さ
ん
）

　
事
例
５
：
モ
ン
ゴ
ル
国
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
つ
い
て

　
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
で
は
受
容
で
き
ま
せ
ん
（
Ｃ
さ
ん
）。
政
府
の
許
可
を
得
て
、
モ
ン
ゴ
ル
地
域

で
の
モ
ン
ゴ
ル
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。（
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
）

　
モ
ン
ゴ
ル
国
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
同
じ
民
族
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
知
り
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。（
Ｅ
さ
ん
）
た
ま
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
ま
す
。（
Ｂ
さ
ん
、
Ｊ
さ
ん
、

Ｈ
さ
ん
）

　
モ
ン
ゴ
ル
国
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
。
中
国
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
が
あ
ま
り
に
も
多
く
て
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る

時
間
が
な
い
。
私
は
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
し
か
利
用
し
な
い
。（
Ｉ
さ
ん
）
私
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
利
用
し
な
い
が
、
た
ま
に
貿

易
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国
の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。（
Ｆ
さ
ん
）
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五
　
考
　
察

　
本
稿
の
目
的
は
、
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
族
自
治
区
・
フ
フ
ホ
ト
市
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
事
例
分
析
を
通
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
が
抱
い
て
い

る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
メ
デ
ィ
ア
利
用
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
分
析
方
法
と
し
て
、
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
・
フ
フ
ホ
ト
市
の
モ
ン
ゴ
ル
族
を
対
象
に
質
問
紙
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
こ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
分
析
結
果
を
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
は
彼
ら
が
抱
く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
左
右
さ
れ
る
、
と
い
う
本
稿
で
設
定
し
た
仮
説
１

に
つ
い
て
み
る
と
、
例
え
ば
テ
レ
ビ
に
関
し
て
は
回
答
者
の
一
六
七
名
（
八
九
・
三
％
）
が
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
を
、
一
六
〇
名
（
八
五
・
六

％
）
が
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
い
る
と
答
え
、
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
と
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
と
の
差
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
意
識
が
高
い
対
象
者
（
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
な
ど
）
は
モ
ン
ゴ
ル

語
メ
デ
ィ
ア
を
、
中
国
人
意
識
が
高
い
対
象
者
（
Ｃ
さ
ん
、
Ｄ
さ
ん
な
ど
）
は
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
を
よ
く
利
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　
第
二
に
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
と
二
言
語
（
中
国
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
）
能
力
と
の
相
関
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
分
析
方
法
と

し
て
、
回
答
者
の
言
語
能
力
に
よ
っ
て
四
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
、
①
モ
ン
ゴ
ル
語
・
中
国
語
の
能
力
が
両
方
と
も
高
い
「
統
合
」
グ

ル
ー
プ
、
②
モ
ン
ゴ
ル
語
能
力
が
高
く
、
中
国
語
能
力
が
低
い
「
分
離
」
グ
ル
ー
プ
、
③
中
国
語
能
力
が
高
く
、
モ
ン
ゴ
ル
語
能
力
が
低

い
「
同
化
」
グ
ル
ー
プ
、
④
モ
ン
ゴ
ル
語
・
中
国
語
能
力
両
方
と
も
低
い
「
疎
外
」
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。
結
果
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル

民
族
の
多
く
は
「
統
合
」
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
自
民
族
文
化
と
中
国
文
化
の
両
文
化
に
巧
み
に
適
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
四
グ
ル
ー
プ
と
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
程
度
に
注
目
す
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
利
用
と
、
中
国
語
新
聞
、
ラ
ジ
オ
利
用

に
は
有
意
な
差
が
生
じ
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
言
語
能
力
と
新
聞
・
ラ
ジ
オ
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
と
は
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
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な
り
、
仮
説
２
の
一
部
分
を
支
持
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
第
三
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
み
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
意
識
と
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
と
外
モ
ン
ゴ
ル
を
は
っ
き
り
区
別
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
自
分
た
ち
と
モ
ン
ゴ
ル
人
は
同
じ
民
族
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
族
は
モ
ン

ゴ
ル
人
で
は
な
い
と
述
べ
て
、
中
国
人
と
し
て
の
意
識
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
族
は
中
国
人
・
モ
ン
ゴ
ル
族
と
い
う
二
重
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
抱
き
な
が
ら
主
に
中
国
語
・
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
こ
と
、
外
モ
ン
ゴ
ル
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
の
点

か
ら
、
内
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
、
朝
鮮
民
族
が
抱
く
多
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
中
国
人
・
朝
鮮
族
・
韓
民
族
）
と
は
異
な
り
、
モ
ン
ゴ

ル
国
へ
の
帰
属
意
識
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
自
民
族
国
へ
の
帰
属
意
識
に
お
い
て
、
朝
鮮
民
族
と
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
の
間
に
こ

の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
背
景
に
、
朝
鮮
民
族
の
韓
国
の
衛
星
放
送
の
利
用
と
比
べ
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
、
外
モ
ン
ゴ
ル
の
メ
デ
ィ
ア
を

利
用
し
な
い
（
あ
る
い
は
利
用
で
き
な
い
）
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
結
果
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
が
持
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
特
徴
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
際
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
中
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
で
あ
れ
、
中
国
語
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
と
も

「
中
国
人
・
少
数
民
族
」
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
族
の
二
重
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
内 

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
二
言
語
（
中
国
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
）
の
使
用
と
、
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
を
全
体
的
に
み
た
場
合
、
坂
元
が
い
う
よ

う
に
、
中
国
語
を
優
位
言
語
と
す
る
ゆ
る
や
か
な
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
（diglossia

）
状
況
や
民
族
語
か
ら
中
国
語
へ
の
社
会
的
言
語
移 

行
（language shift

）
の
予
兆
も
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
）
28
（

る
。

　
ま
た
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、
民
族
政
策
や
少
数
民
族
が
抱
く
宗
教
な
ど
政
治
的
に
敏
感
な
問
い
に
対
し
て
、
答
え
は
拒

否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
民
族
自
治
地
方
で
起
き
た
民
族
運
動
を
考
え
た
場
合
、
宗
教
に
よ
る
文
化
働
突
も
無
視
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
中
国
少
数
民
族
で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
民
族
と
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
持
つ
宗
教
や
日
常
生
活
と
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ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
1
）  
放
送
番
組
の
質
の
向
上
の
た
め
、
韓
国
の
放
送
通
信
委
員
会
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
が
毎
年
放
送
事
業
者
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
評
価
で
、
前
年
に
続
い

て
Ｋ
Ｂ
Ｓ
1
が
地
上
放
送
者
の
主
要
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
中
、
最
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
に
し

た
番
組
評
価
で
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
１
は
、
放
送
審
議
規
定
遵
守
、
障
害
者
向
け
番
組
編
成
な
ど
の
項
目
で
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
も
高
い
評
価
を
受
け
、

九
〇
〇
点
満
点
で
七
五
八
・
六
七
点
を
獲
得
し
て
一
位
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
放
送
研
究
と
調
査
（
月
報
）』
二
〇
一
二
年

一
月
号
参
照
。

（
2
）  

韓
国
の
衛
星
放
送
で
配
信
さ
れ
て
い
る
主
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
Ｋ
Ｂ
Ｓ
（
韓
国
放
送
公
社
、
公
共
放
送
）、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
文
化
放
送
）、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
（
首

都
ソ
ウ
ル
放
送
）、
Ｅ
Ｂ
Ｓ
（
教
育
放
送
公
社
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）  

金
雪
（
二
〇
〇
九
）「
メ
デ
ィ
ア
利
用
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
係

―
中
国
朝
鮮
族
の
事
例
を
中
心
に
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
第
八
三
号
参
照
。

（
4
）  

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
（
一
九
八
八
＝
一
九
九
八
）（
大
熊
高
明
訳
）「
ニ
ュ
ー
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
ズ
」『
現
代
思
想
』
第
二
六
巻
第
四
号
、

八
八
頁
。

（
5
）  

毛
里
和
子
（
一
九
九
八
）『
周
縁
か
ら
の
中
国

―
民
族
と
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
六
八
頁
。

（
6
）  

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
民
族
を
「
言
語
、
地
域
、
経
済
生
活
、
お
よ
び
文
化
の
共
通
性
の
内
に
現
れ
る
心
理
状
態
の
共
通
性
を
基
礎
と
し
て
生
じ
た

と
こ
ろ
の
、
歴
史
的
に
構
成
さ
れ
た
人
々
の
堅
固
な
共
同
体
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
。
毛
里
、
前
掲
注
（
５
）
六
八
頁
参
照
。

（
7
）  

梶
丸
岳
（
二
〇
〇
八
）「『
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
か
ら
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
へ

―
中
国
貴
州
省
プ
イ
族
を
事
例
に
」『
中
国
研
究
月
報
』

第
六
二
巻
第
七
号
参
照
。

（
8
）  

五
五
民
族
の
う
ち
、
固
有
の
文
字
を
も
つ
の
は
二
一
、
固
有
の
言
葉
を
も
つ
の
は
五
三
だ
と
さ
れ
る
。
毛
里
、
前
掲
注
（
5
）
六
七
頁
参
照
。

（
9
）  

黄
光
学
（
一
九
九
三
）『
当
代
中
国
的
民
族
工
作
』
当
代
中
国
出
版
社
、
六
七
頁
。

（
10
）  H

all, Stuart 

（1996

＝2001

） 

“Introduction: W
ho N

eeds Identity?
” In H

all, S. and Paul du G
ay, eds., Q

uestions of Cultural 
Identity, London: Sage Publication.

（
宇
波
彰
監
訳
）『
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
諸
問
題

―
誰
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

必
要
と
す
る
の
か
？
』
大
村
書
店
、
一
四
頁
。
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（
11
）  

川
崎
嘉
元
（
二
〇
〇
七
）『
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究

―
流
転
す
る
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
民
族
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
七

頁
。

（
12
）  

チ
ベ
ッ
ト
民
族
、
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
場
合
、
独
立
指
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
て
い
る
。
特
に
チ
ベ
ッ
ト
民
族
の
場
合
、
そ
も
そ
も
五
七
年
に
ダ
ラ

イ
ラ
マ
の
判
断
と
亡
命
が
あ
っ
た
。
民
族
自
治
の
要
求
が
表
出
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
は
モ
ン
ゴ
ル
族
で
あ
る
。
民
族
回
帰
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
満
州
族
は
、
彼
ら
の
言
語
や
生
活
習
慣
の
独
自
性
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
る
が
、
改
革
開
放
以
後
、
少
数
民
族
と
し
て
の
登
録
者
の
増
加

の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
事
実
追
認
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
チ
ワ
ン
族
、
回
族
、
ミ
ャ
オ
族
な
ど
が
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
少
数
民
族

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
主
体
的
な
動
き
が
み
ら
れ
な
い
。
中
村
則
弘
（
一
九
九
三
）「
中
国
の
社
会
変
動
と
少
数
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

『
人
文
社
会
科
学
論
集
』
第
八
巻
第
四
号
、
二
九
三
―
三
〇
九
頁
参
照
。

（
13
）  

李
鉄
哲
（
二
〇
〇
六
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
朝
鮮
族
社
会
構
図
」『
朝
鮮
族
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
と
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
中
国
朝
鮮
族

研
究
会
編
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
参
照
。

（
14
）  

鈴
木
正
崇
（
一
九
九
三
）「
創
ら
れ
た
民
族

―
中
国
の
少
数
民
族
と
国
家
形
成
」
飯
島
茂
（
編
）『
せ
め
ぎ
あ
う
「
民
族
」
と
国
家

―
人
類

学
的
視
座
か
ら
』
ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
、
二
一
一
―
二
三
八
頁
参
照
。

（
15
）  

中
華
人
民
共
和
国
が
設
立
し
た
直
後
、
国
家
教
育
部
が
一
九
五
八
年
八
月
、
中
学
暫
定
教
科
書
課
程
（
草
案
）
の
中
で
少
数
民
族
の
初
等
中
学

で｢

国
語
と
民
族
語
を
同
時
に
教
え
る｣
よ
う
定
め
、
漢
語
の
授
業
時
数
を
初
級
中
学
一
年
生
か
ら
週
三
時
間
と
指
示
し
、
こ
こ
か
ら
中
国
に
お

け
る
少
数
民
族
教
育
が
公
式
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。

（
16
）  

岡
本
雅
亨
（
一
九
九
九
）『
中
国
の
少
数
民
族
教
育
と
言
語
政
策
』
社
会
評
論
社
、
一
一
六
頁
。

（
17
）  

張
瓊
華
（
二
〇
〇
〇
）「
中
国
に
お
け
る
二
言
語
教
育
と
少
数
民
族
集
団
の
選
択
」『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
一
巻
、
二

二
二
―
二
二
三
頁
参
照
。

（
18
）  

坂
元
一
光
・
希
日
娜
依
・
买
苏
提
（
二
〇
〇
六
）「
中
国
少
数
民
族
の
言
語
と
集
団
間
関
係
の
新
局
面

―
新
疆
ウ
ル
ム
チ
の
「
民
考
漢
」
を

中
心
に
」『
九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
九
号
（
通
算
第
五
二
号
）
七
一
―
九
〇
頁
参
照
。

（
19
）  

周
大
平
（
二
〇
〇
五
）「
内
モ
ン
ゴ
ル
近
現
代
地
域
研
究
の
新
た
な
課
題
」『
ア
ジ
ア
太
平
洋
論
叢
』（
15
）
一
二
一
―
一
三
〇
頁
参
照
。

（
20
）  http://xxw

3441.blog.163.com

参
照
。

（
21
）  

「
全
国
モ
ン
ゴ
ル
語
文
委
員
会
」
と
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
青
海
省
、
遼
寧
省
、
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
、
河
北

省
と
雲
南
省
の｢

モ
ン
ゴ
ル
語
文
委
員
会｣

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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（
22
）  

モ
ン
ゴ
ル
大
学
は
中
国
　
教
育
部
に
よ
り
国
家
重
点
大
学
に
指
定
さ
れ
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
唯
一
の
大
学
で
あ
る
。
哲
学
、
歴
史
学
、

文
学
、
法
学
・
経
済
学
、
理
学
、
工
学
、
管
理
学
お
よ
び
芸
術
学
な
ど
の
学
科
を
有
す
る
総
合
大
学
を
形
成
し
て
い
る
。
一
五
の
学
部
、
四
一
の

学
科
、
一
〇
の
国
家
自
治
区
重
点
分
野
研
究
室
を
有
し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
学
に
お
い
て
全
国
に
約
一
〇
〇
カ
所
あ
る
人
文
社
会
科
学
研
究
基
地

の
一
つ
と
し
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。http://w

w
w.im

u.edu.cn/

参
照
。

（
23
）  
一
九
九
〇
年
の
段
階
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
講
座
を
持
つ
専
門
学
校
と
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
と
一
〇
校
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
民
族
語
に
よ
る
出
版
物
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
材
は
三
五
〇
種
に
の
ぼ
り
、
出
版
部
数
は
六
五
〇
万
冊
に
達
し
た
。
そ

れ
以
外
の
出
版
物
を
含
め
、
一
九
八
九
年
末
に
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
六
つ
の
出
版
社
か
ら
一
万
二
五
八
四
種
類
の
モ
ン
ゴ
ル
語
出
版
物
が
発
行
さ

れ
た
。
フ
レ
ル
バ
ー
ト
ル
（
一
九
九
七
）「
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
民
族
教
育
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
田
中
克
彦
ほ
か
（
編
）『
言
語
・
国
家
、
そ
し

て
権
力
』（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
相
関
社
会
学
　
四
）
新
世
社
、
九
一
―
一
〇
五
頁
参
照
。

（
24
）  

内
モ
ン
ゴ
ル
教
育
出
版
社
（
編
）（
二
〇
〇
四
）『
内
蒙
古
自
治
区
近
一
〇
年
蒙
古
語
授
課
小
学
訂
購
課
本
情
況
』
参
照
。

（
25
）  

「
二
一
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
「
二
一
世
紀
」
へ
向
け
て
中
国
全
土
に
「
一
〇
〇
余
り
」
の
重
点
大
学
を
構
築
す
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
教
育
部
が
主
管
部
門
と
な
っ
て
実
施
が
決
定
し
た
。
一
〇
年
以
上
の
年
月
を
通
し
て
、
一
部
の
大

学
と
学
科
に
重
点
的
に
投
資
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
秀
な
高
等
知
識
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
国
家
建
設
お
よ
び
社
会
発
展
の
中
で

生
じ
る
様
々
な
問
題
を
科
学
技
術
力
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
専
門
的
人
材
の
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。http://

baike.baidu.com
/view

/7085.htm

。

（
26
）  

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
衛
星
放
送
を
始
め
た
。

（
27
）  

ベ
リ
ー
は
、
四
つ
の
文
化
適
応
パ
タ
ー
ン
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
文
化
統
合
（integration

）
は
、
移
民
国
の
文
化
に
よ
く
適
応
す
る

と
同
時
に
、
出
身
国
の
文
化
も
維
持
し
て
い
る
。
②
文
化
同
化
（assim

ilation

）
は
、
出
身
国
の
文
化
を
維
持
で
き
ず
、
移
民
国
の
文
化
に
同

化
す
る
。
③
分
離
（segregation

）
は
、
出
身
国
の
文
化
を
維
持
し
、
移
民
国
の
文
化
に
適
応
し
な
い
。
④
疎
外
（m

arginalization

）
は
、
出

身
国
の
文
化
も
移
民
国
の
文
化
に
も
適
応
し
な
いBerry, J. W

. 
（2005

） 

“Acculturation: Living successfully in tw
o cultures

”, Inter- 
national Journal of Intercultural Relations, Vol. 29

（6

）：697 -712.

（
28
）  

坂
元
ほ
か
、
前
掲
注
（
18
）
二
一
頁
参
照
。
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金
　
雪
（
キ
ム
　
ソ
ル
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会

　
専
攻
領
域
　
　
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
中
国
政
治

　
主
要
著
作
　
　 「
メ
デ
ィ
ア
利
用
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
係

―
中
国
朝
鮮
族
の
事
例
を
中

心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）


